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未来の信州学「みんなでつくる信州デジタルコモンズ」

第１回「信州学ビフォーアフター」

未来のデジタル知識基盤
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＠まちなかキャンパスうえだ



デジタル知識基盤とデジタルコモンズ
概念と背景



信州学とは？

•信州（長野県）の地域学

– 歴史、地理、文化、自然、経済、産業など

– 学際的な地域研究

– 市川健夫氏(1927-2016)らが提唱

•社会全般に信州の資源・知識が活用される知
の総体

•学習は社会活動全般の礎である



県立高校で始まった「信州学」

長野県ＨＰからプレスリリースを転載
http://www.pref.nagano.lg.jp/kyoiku/kyogaku/happyou/documents/1606274press.pdf

地域学習こそ
小中学校へ

学校現場が困惑気味



信州学ビフォーアフター

学問的権威
ピラミッド

知識＝書物 講義型授業

主体は市民
フラット

デジタル資料
＋書物

（自らも作る）

ワークショップ
協働学習



わたしたちの信州とは？

NA Narrow  Area

地域：川筋・谷筋・沢筋

GA Global Area

グローバル社会

NO Networking each One

「地域」をつなぐ

細長くて小さな市町村が
多いと思いませんか？

信州とはNAGANO
山岳に囲まれ隔てられ、

川筋・谷筋ごとに小さな社会が形成
された著しく自律分散的な社会

グローバル化の時代、デジタルに地域をつなぐ
自律分散した小さな社会こそ信州の特性



信州学の学びを地域デジタルコモンズに！

信州デジタルコモンズ 誰もが使える複数のモデルとツ
ールを組み合わせ、地域横断的
なプラットフォームに包摂する

デジタルアーカイブ化、メタデータ編集の他、
コンテンツ編集ができるオーサリングツール

各地域で地元の学びを発信しあいお互いに共有しよう
誰でも蓄積できるツールがあればそれが楽にできる



知識基盤施設のＭＬＡ、ＭＡＬＵＩ連携
によるデジタルアーカイブ構築の方向性

•知識基盤施設の横断的連携・縫合

– Ｍ：Museum 博物館

– Ｌ：Library 図書館

– Ａ：Archive 公文書館

– Ｕ：University 大学

– Ｉ：Industory 産業界



International Open Data Day

•2013年 G8で「オープンデータ憲章」を採択

•David Eaves(カナダ在住の政策立案家)の呼びかけで始まる

•国内ではOKFJ(オープン・ナレッジ・ファウンデーション・ジャパン)が呼びかけ

•オープンデータ利活用を促進するためのイベントを同じ日に世界
中の各所で開き、その活動の輪を広げる

•行政・市民・企業などさまざまな立場の方々がオープンデータを
通じてお互いに向き合い、豊かな地域づくりを進める

•上田では2014年以来、毎年開催

International
Open Data Day 2017

2017年は3月4日(土)に開催



オープンデータの要請
データの権利制限を緩く、機械判読可能に

•ＰＤＦやExcelではオープンデータではない

•例えば結合セルがそれを阻む→どうにかせい

上田市の統計：
https://www.city.ueda.nagano.jp/contents/tokei/uedatokei/

大切なのは
機械判読可能であること



オープンデータ CCライセンス



デジタル知識基盤



知識基盤社会を迎えた地域の課題

高齢化・少子化

デジタル化の進展

地域ミームの伝承
（＝デジタルアーカイブ）

知識基盤化の進行

社会構造の変革

創発型社会づくり
知識活用型社会

ミーム（meme）：文化的遺伝子

創発（emergence）：活動の相互誘発



デジタル知識基盤
２１世紀のプラットフォーム、４つのコモンズ

デジタルコモンズ
（メディア環境）

ナレッジコモンズ
（人とコミュニティ）

ラーニングコモンズ
（学びの場）

地域コモンズ
（地域拠点・共有スペース）



デジタルコモンズ
みんなで共有できるネット上の本棚



知識基盤の要件：自己開発・学習支援

端山貢明氏
メディア学、東北芸術工科大学名誉教授

Ｈ．Ｒ．Ｄ
Human Resource Development

https://www.mmdb.net/emediap/e-doc/page/A0042.html

「ネットムセイオンを目指して I」

ｅポートフォリオは夢の実現
https://www.mmdb.net/emedia/eport80/page/1_07.html

educo（引き出す）
educationの語源

一人一人が持っている
望ましい特質を引き出す

今は人類の歴史の中で殆ど
初めて、一人一人が主体性
を持って自己実現が可能な
世界の入口に立っている。



知識
データ

educo(引き出す)対象

•一人一人が持っている望ましい特質

•インタレスト

•知識・データ

メディア
環境

人

能力を拡大

情報

メソッド手軽に操作

＋



学習プロセス＝制作プロセス

デジタルカメラやDVカメラ
スキャナ

実世界の文物・風物など
資料

素材（デジタル画像）
素材（デジタル画像）

所定のフォルダに格納

PushCornで画像の説明文などを入力

PopCornで生成した自分のホームページ

PushCorn・PopCorn 付加情報

PopCornのデータ 画像などの素材

実世界

素材

Webサイト

観察・調査

情報付加
関連付け

学習成果



デジタル知識基盤の要件

•自己開発・学習を支援するメディア環境

•知識・データの持続的成長を保証する環境

•デジタル知識基盤化を望ましく支援する政策

•指導・実践できる人材（デジタルアーキビスト）

•現状は…
– 個別の有志の意思に支えられている

（何も支援がなければ消え去る可能性が高い）

– 政策や社会的合意形成はどこにもない

– ＩＣＴスキルの著しい個人差 できる人はできる



デジタル知識基盤づくりに
向けた先行的取り組み



PushCornによるアーカイブサイト
『マッピング霞ヶ浦*』 1997～

20年間運用・更新し続けている
ページ数3416、画像数55,975
2017年で20周年

http://www.kasumigaura.net/mapping/



地域プラットフォームの志「市民参加型ネット」

•誰もがITを活用できる社会の実現を目指す。
– IT時代の新しい生き方としての生涯学習を支援

– 新しいコミュニティのあり方「市民参加型ネット」の創造・運営を支援

•知恵や道具を持ち、仲間作りをすることから第一歩を始める

2000年～
mmdb.net



モデル事業「楽しく協働学習」2002

• 2002年度東北芸術工科大学公開講座
「PushCornワークショップ『楽しく協働学習』」
環境学習編、自然観察編、地域学習編、旅れぽ編

子どもから大人まで、スキルレスで「eポートフォリオ学習」

「PushCorn」で
ｅポートフォリオ学習

「PushCorn」サービスで
「情報コミュニティ」創造



オーサリングツール PushCorn

デジタルアーカイブ化、メタデータ編集の他、
コンテンツ編集ができるオーサリングツール



コンテンツは情報アーキテクチャに支えられる
アーカイブ化→ウェブ自動生成



プラットフォーム活用事例
鈴木康夫さん『霞ヶ浦の自然』

『かすみがうら*ネット」に参加後、活性化
自然の観察と写真→その集成・公開を解決
マイタウンマップコンクール文部科学大臣賞

http://www.kasumigaura.net/usr/mizukusa/Kasumigaura/



プラットフォーム活用事例
子どもの学び支援 天童市立長岡小学校

市民参加型ネットmmdb.netを活用
保護者の承諾を得て子どもの様子・学習内容を発信
J-KIDS大賞 平成24年度全国ベスト8（毎年県代表）

http://www.dewa.or.jp/~t-naga01/



プラットフォーム活用事例
長野県内１３地域 『森の恵み地域の恵み探検隊』

第10回インターネット活用教育実践コンクール文部科学大臣賞

http://megumi.midori-joho.gr.jp/



信州デジタルコモンズに向けた
先行実践事例



蓼科高校／蓼科学・地元から地域を学ぶ
「立科町探検隊」

高校生の目線で
自分たちの視点で地域を探り、
地元がどんな地域かを直に学ぶ



「信州学」研究モデル校 蓼科高校「蓼科学」

生徒が自ら学ぶ「立科町探検隊」

•地元から地域を学ぶ「立科町探検隊」

•ねらい
– 生徒自身の視点で「地域」を捉える

– 「地元」を客観的に捉える

– 相関を見る 他地域との比較、歴史的時相

– 時間軸で見る 歴史、産業などの変遷

•地域の特性を見る
– そうさせているものは何か

– なぜそうなったか



生徒主体の学び「立科町探検隊」

自分たちで訪ね 記録を公開



探検ツール 二刀流のアイテムで切り込む

写真に撮る 映像に撮る

様子や風景は？ お話は？

デジカメで ビデオカメラで



「立科町探検隊」成果をネットに蓄積

生徒たちの主体的な探求 発表会＋公開サイト

地域・立科町の歴史・産業・生活などを蓄積「見える化」

http;//mmdb.net/tate2015/ http;//mmdb.net/tate2016/



大学生の手で地域データを蓄積して可視化
「みんなで信州＆上田ウォッチ」

信州の学びを
デジタルコモンズに！



「みんなで信州＆上田ウォッチ」公開

地元を知らない学生たちが地域・上田と出会う

学生目線で捉えた地域の姿・見え方を「見える化」

http://mmdb.net/silknet/shinshu-watch/



長野大学課題発見ゼミ（大学１年生）
「上田まちなか探検隊」

長野大学・前川課題発見ゼミ６班の報告から

大学生の目線で
まちなかを探検し、出会った人や
ことから地域の価値を引き出す



シルクロード長野ネットワーク
「信州シルクロードアーカイブ」

地元の目線で



「信州シルクロードアーカイブ」公開

地元の蚕糸業・シルクロードに関わる地域資源や資料のアーカイブ

上田、小諸、松代、須坂

地元の資料は地元でも誰も知らない、地元は地元から解き明かして事を成す

http://mmdb.net/silknet/archive/



利用価値の高い基礎資料のデジタル化は最優先
『信濃蚕糸業史』(1937)

http://mmdb.net/silknet/archive/sanshi/

知識を阻むベルリンの壁のごとく
欠かせない基礎資料の活用
４０００ページをＰＤＦに

小諸の風穴が信州最大
世界遺産「荒船風穴」を凌駕



全国風穴オープンデータ
2016年の飛躍、待望の「全国風穴小屋マップ」がオープンデータに

風
穴
と
蚕
糸
業
の

中
心
地
「信
州
」

全
国
風
穴
分
布
図

編集製作 清水長正氏

発行 ＮＰＯ地域づくり工房

▼2014年
全国の風穴を集成した記念碑的労作

シルクロード長野ネットワーク＋長野大学風穴プロジェクト
http://mmdb.net/silknet/
全国各地の産業遺産「風穴」を発信しつなぐお手伝いをします。

http://linkdata.org/work/rdf1s4546i

清水長正氏の研究成果をオープン化

信州風穴アーカイブ ※各地域版も開設可能

http://mmdb.net/usr/oraho16/fuu/

詳しい情報は地元から伝えませんか？

全国風穴データ〔信州・東信編〕



全国風穴データ〔信州・東信編〕

http://mmdb.net/silknet/archive/fuu/

オープンデータは
LinkData.orgに公開

各風穴は「信州風穴アーカ
イブ」で詳報



地域への種まき
みんなでつくろう「わたしたちの信州」ワークショップ

デジタルコモンズの
輪を広げよう！

1/21(土)

UDC2016長野拠点(上田)イベント



まちなかを歩いて、ぼくの・わたし
の探検をiPadで撮りまくろう！

小学生の目線で

10/29(土)

UDC2016長野拠点(上田)イベント

地域への種まき
わたしたちの上田をさがそう～シルク・カイコ・まちなか編～



デジタル知識基盤のデザイン
ＡＩＩ （自己開発・学習支援環境）



私たちがつくる地域のデジタルコモンズ

•地域主権 県レベルでの集約的自律分散

•ＡＩＩ（限りなき知識の増大）の実現

– 活用が促されるデジタル化資料

– 知識形成支援 “As We May Think” (V. Bush)

•次世代の参画、デジタルネイティブ

•私たちが主体 地域の知の拠点のユニオン 脱行政主導

•小さく始め、小さいままで成就できる

•世代を超えた継承のフレーム（デジタル遺品）



キーコンセプト「AII」

•Augmented Intelligent Interaction

（知識の接触への限りなき増大）

•なぜAIIなのか

– デジタルアーカイブの課題 その活用を促しにくい

•知識・事象の関連付け、相互参照の促進が必要

•誰もが知の編集を行える

•「集合知」の実現を目指す

•オープンデータ促進を支援する



ＡＩＩの基本機能：関連づけ・相互参照支援

•実世界に対して

– 見聞したことに実世界にアノテーションを付ける

– 実世界に存在するアノテーションを転記する

•外部の資料・データに対して

– データに内在する知識・情報の外在化を促進する

– 引用・転載支援

– 引用誘導・転載誘導支援



関連づけ・相互参照の機能実装

取
り
込
み
ア
ノ
テ
ー
シ
ョ
ン

書
き
出
し

実世界

引用・転載
コピー支援

引用誘導・
転載誘導支援



知識基盤プラットフォーム環境
データ倉庫→編集→コンテンツ

ファイルサーバ１

ＡさんのＰＣ ＢさんのＰＣ

Ａ

Ｂ

ファイルサーバ２

Ａ

Ｂ

コンテンツサーバ

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ

インターネット

Ａ

Ａ

ファイル実体（多様な形式）＋メタデータリスト

編集データ、コンテンツデータ

クラウド環境・分散環境 知識基盤プラットフォーム環境

編集

Ａさんのスマホ、
タブレット



Ａさんが利用するイメージ

ファイル名 記録日時 タイトル 緯度 経度 場所 公開レベル 著作者 説明

DSC0001.jpg
2014/09/1

9 14:01:22
上田市役
所の玄関

36.402054
138.249

207
長野県上
田市大手

1
前川道
博

「真田丸」放映決定
の貼り紙あり。

クリップファイル（メタデータリスト） ※マルチメディアの各形式を対象とする

ＡさんのＰＣ
Ａ

Ａ'

差分転送
（ミラーリング）

ファイルサーバ

公開可能なレベルのみ
条件により容量・サイズ変換

ファイル実体（多様な形式）＋メタデータリスト

Ａ編集 選択
オーサリング
パブリッシュ

次期PushCorn

次期PushCorn
コンテンツデータ

Ａ''

コンテンツサーバ

Ａ'
パブリッシュ

編集データ

編集データ、コンテンツデータ

差分転送
（ミラーリング）

ＡさんのＰＣ

ネット公開

リンク＆シェア



Ａさんのアーカイブ記事

地理・時系列インデクス空間への写像

Ａさんのブログ記事
地理インデクス空間（２Ｄ/３Ｄ）

時系列(年表)インデクス空間

緯度経度

緯度経度

年月日時分

年月日時分

年月日時分

緯度経度

ブログ、アーカイブの課題
Ａさんの記事に留まる
他者からは発見されにくい→社会財にならない

インデクス空間：ネット上の大通り
多くの人を「発見」にいざなう知識増大のエントランス

オープンデータ
自動生成＋
パブリッシュ



知識基盤アイテム１
データ倉庫

地域資源等をデータ化 アップロードは一括で大量に



知識基盤アイテム２
コンテンツ編集＋ＡＩＩ支援

•データ倉庫から任意のデータを取り出して任意の非定
型的なコンテンツを編集する

•ページのグループ化、前後関係の構造を持つ

•個人で利用できる、グループでの協働利用もできる

•複数のサイト編集ができる

•コンテンツ編集のポイント
– コンテンツ編集は知識形成支援に他ならない

– データを通した地域との対話、発見、コンテンツづくりのプロ
セス

– 長年続けるとポートフォリオになる



知識基盤アイテム３
２Ｄ/３Ｄ仮想空間とマッピング

ＳＮＳ上のデータ、ブログ、マイコンテンツを位置情報から３Ｄ
マップにマッピング表示する
マップ：２Ｄと３Ｄを切り替え（年表階層も可視化）
GoogleMaps, GoogleEarthを利用する

このイメージは「ヒロシマアーカイブ」を転載した



知識基盤アイテム４
年表マッピング

ＳＮＳ上のデータ、ブログ、マイコンテンツを時間軸情報から
年表空間にマッピング表示する
年表：スケーラブル（拡大縮小できる）
目的別の年表を個人でもグループ（協働）でも作成できる

この年表イメージは「蚕都上田年表」を転載したもの



実践方法
何でも平易にアーカイブする発想で



市民参加による地域アーカイブ



基礎資料のデジタル化



講座を開いたらネットにも公開する

•信州学「信州の蚕糸業とシルクロード」講座
– 信州の蚕糸業と歴史を次世代に伝える

– 歴史・地域資源を未来の学習や地域づくりに活かすための見方の理解を深める

– 「学園都市・上田」を複数のコモンズでデザイン
•まちなかキャンパスうえだ（＝地域コモンズ）

•ｅラーニング（オンデマンド）講座として公開

•地域学習のアクティブラーニング、授業計画を支援

•若者が地域を面白がれる地域に変化させる

なぜ信州は蚕糸王国に
なったのか



これからの講座はここが違う

映像収録

講座は素材

リアル講座 オンデマンド講座

講座オンデマンド版

全長版＋ダイジェスト版

資料、画像、全部ここにある 講座は公開し
教材としての
利用を図ろう



日本シルクロード学びあい講座１・港都横浜編
１日目レクチャー：講座にタブレット導入

2011/10/29-30

横浜にて

主催：蚕都上田プロジェクト



まちあるきで地域学習：タブレットで記録



蚕都上田まちあるき
古地図を見ながら／撮影してネット公開

回収画像：

１4名 3,300点



これからのまちあるきはここが違う

まちあるきイベント 「わたしたちの上田」

講座オンデマンド版

参加者の画像も載せる

資料、画像、全部ここにある

まちあるきは公開
して利用を図ろう

各自が主役
写真を撮る

画像→グループ化しトピックにし構造化
ＤＳＴ（デジタルストーリーテリング）

おわったら
みんなで

見せ合い会



誰にでもできるＤＳＴ（デジタルストーリーテリング）

画像を並べて発見を物語ってみよう！



トピックのまとめ方はこんなふうに

ＤＳＴの作り方
①該当の画像を並べる
→メディアクリップ
②伝えたいことを書く
→説明文テキスト
③タイトルを付ける
→トピックのタイトル
④ページ構成を整える
メディアクリップにサブタイトルを

付ける
カテゴリを設定する
地域を設定する



トピックを束ねるとストーリーになる

トピック（カード）の連なりがストーリーになる！

カテゴリ：「上田探検隊トライアル」←全体のタイトルを！



ＤＳＴの成果はネットに公開しよう！

ソーシャルメディアでシェアするとさらに効果が高まる！

皆さんは「とことん探検隊」で社会デビューを果たす

ソーシャルメディアに
シェア、リツイート



地域学習は「授業計画」支援から１

• 総合学習で地域学習「わたしたちの地域をさがそう」

小学校（３～６年生）・中学校
さまざまな地域学習 地元こそ最良の学習教材

小学校（１～２年生）
まゆクラフト〔1～2時間〕
蚕を育てる（３～６年生にもおすすめ）



地域学習は「授業計画」支援から２

• 社会見学

★社会見学 蚕種施設、養蚕、桑畑、製糸、紬、近代の駅や倉庫など
全部”上田小県”にはある
〔見学は1～3時間、前後の授業の実施計画が必要〕
対象地域（上田小県の場合）:上田市(市街、塩尻、別所、塩田、丸子) 、
東御市(海野宿)、長和町(和田宿) 、青木村など*



実践事例「蚕の学習」

２００９年度の実践 上田市立塩尻小学校４年１組

蚕の種取り（蚕種製造）を体験学習する

最初は「蚕の一生」を学ぶことから（上田蚕種の協力）



「蚕の学習」実践評価（担任の先生の知見）

～子どもが夢中になれる学び方～

・まとめるのが大変で子どもは疲れ果てた。

・カメラで正確に記録できる。ふり返りができる。

・子どもが学習の面白さを引き出せる。

https://youtu.be/ZeNaHaens5o



話が高度になると理解不可能に…
むしろデジタルコモンズの理解は

ホワイトボックス学習で



デジタルアーカイブの原点はデータ

【タイトル】
萬屋骨董店／旧小諸銀行
【画像】DSC02521.jpg 
【説明】
1881年(明治14年)に建て
られた小諸銀行の建物は、
現在、萬屋骨董店になって
います。…



デジタル：複雑そうで実はシンプル



基本原理は写像 ＡをＢに移植する

(実際の空間) (ウェブ空間)

写像

Ａ

Ｂ言葉を
添えて



移し替えるものはマルチメディアで

写真 映像・音声

様子や風景は？ イベントやお話は？

デジカメで撮る ビデオカメラで撮る

テキスト＋写真

スキャナなどで

文書系は？



今後に向けて



本講座はネット上の本棚に

•http://mmdb.net/da2017/



アーカイブづくり実習講座１の予告

• （１）地域ガイドづくり
– 街歩きの記録、千曲川の鳥たち、お城探訪、店舗や地域の紹介など。
– 写真が趣味の方、ご自分の経営するお店のパンフレットを作ってみたい方、観光

関係、行政関係者向け。

• （２）学習ガイドづくり
– 「信州学」ほか、学校教育としての地域学、修学旅行先のデータ集、作家特集、

授業の題材に関わる資料集づくり。
– 学校関係者向け。

• （３）図書館ガイドづくり
– 館内案内、郷土資料ガイド、企画展示一覧、特設コーナー、イベント告知、地域

の図書館マップなど。
– 図書館員向け。

• （４）わたしのガイドづくり
– 家族の歴史、自己紹介、大きな名刺がわりのリーフレットなど。
– 個人としてのアーカイブに興味のある方向け。

こんな感じで楽しんで作ってみよう！



実践希望の学校・図書館・団体を
具体的に支援する方向

•個人の実践が“good practice”となり広がる

•サーバmmdb.netで利用の支援

•サービスPushCornでアーカイブづくりの支援



最後に 図書館の話題 本棚の価値…

•書架の増設にかかる費用

– １５万冊収蔵の書架 1億円 666円／冊

•ネット上の本棚に１億円かけたらどんなに素晴らしい
デジタル知識基盤になるか、とつくづく思う


